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平成１９年第２回小金井市はけの森美術館運営協議会 

 

開催日時   平成１９年１１月２９日（木）午後６時～午後７時１０分 

開催場所   小金井市前原暫定集会施設１階Ａ会議室 

出 席 者   委 員 鉄矢委員長、宮村副委員長、千村委員、冨士道委員、小柳委員 

       事務局 横田学芸員、松山学芸員、奥友学芸員、天野事務担当 

議 事 録 

【鉄矢委員長】  平成１９年第２回小金井市立はけの森美術館運営協議会を開会いたし

ます。 

【小柳委員】   お忙しいところ、お集まりいただきましてありがとうございます。残

すところ、１９年度もあと４か月と押し詰まってきました。市議会の１２月定例会の招集

があり、明日から１２月２１日までの日程で開催される予定になっています。 

 今年度、常設展２回と今、企画展「堂本印象美術館展」をやっています。それが終わり

ますと１月から企画展「Art－Full２」を開催する予定になっています。「Art－Full２展」

につきましては東京都から助成金を含めた形の援助をいただきながらの事業で、そちらも

進めていかなければならないということで、今後もまだまだ忙しい日々が続くと思います

が、皆様のご協力のもとにぜひ進めていきたいと思っていますので、ご協力をよろしくお

願いいたします。 

 それから、小金井市のホームページをお開きいただきますと、今開催しております「堂

本印象美術館展」の写真つきの画面が出てきます。今まではイチョウの写真であったので

すが、それを更新しまして、今、美術館はこういう状況でやっていますというお知らせを

しています。機会がありましたらご確認等をよろしくお願いしたいと思います。 

 今後も、美術館は開館してまだまだ２年目ということで、課題を抱えているわけですが、

一つづつ解消しながら、皆さんが親しまれる美術館を目指しておりますので、今後ともご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございます。では、議事に入らせていただきます。最初に

第１回運営協議会の議事録について、事務局から説明があります。 

【事務局天野】  第１回目、６月２９日開催いたしました議事録のご確認をいただくの

が遅れて申し訳ございませんでした。今回、本日のご案内状をお送りする際に、一緒に議

事録の第２回目の校正済みの内容のものを送らせていただいております。それをごらんい
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ただいて、修正等があれば、本日、事務局のほうに修正した内容のものをお出しいただけ

ればということでご案内させていただきましたので、もし修正等ございましたら、お帰り

に事務局のほうにお預けいただければと思います。 

 修正済みのものをＰＤＦファイルにしてホームページに発表するということで、公開と

いう形になりますのでよろしくお願い申し上げます。以上です。  

【鉄矢委員長】  ありがとうございました。では、協議事項に入ります。協議事項（１）

番、「堂本印象美術館展」及び「Art－Full２展」について、では、事務局のほうにお願い

いたします。 

【松山学芸員】  現在、企画展「堂本印象美術館展」を１０月２３日～１２月９日まで

開催しております。内容は、京都にあります京都府立堂本印象美術館から作品を２６点お

借りして、堂本印象という画家の作品及びその美術館そのものをご紹介するという形で行

っております。配付物といたしまして、ご参考にお手元にお配りしていますパンフレット

をつくっています。常設展のときよりは、人は入っているという感じはありまして、また、

今週末の日曜日、ＮＨＫテレビの「新日曜美術館」の終わりにある美術館の紹介のコーナ

ーで取り上げていただけるということなので、最後の１週間ですが、少し集客も上がるの

ではないかと思います。以上です。 

【鉄矢委員長】  次の図録等について説明願います。 

【事務局天野】  標題にございますように、今回、企画展「堂本印象美術館展」を開催

するに当たりまして、堂本印象の図録等の販売実施で問題点について一定の整理をさせて

いただきました。現在、堂本印象の図録等を販売しているところですが、今後の同様の場

合の図録の販売についての一定の方向性をクリアした経過がございますので、それについ

てご報告をさせていただきます。 

 当初、堂本印象美術館の図録等の販売をするに当たりまして、堂本印象美術館ミュージ

アムショップで販売をしているものを預かり、こちらで無償で販売し、売り上げた額と売

れ残った図録等をお返しするという、私ども担当としては非常に単純な方法で、市民の皆

様に楽しんでいただくというような考え方で計画をしておりました。 

 それを実施するに当たり、具体的に進めたところ、他の団体の所有物を市の施設で販売

することが地方自治法等に合法か否かというような問題点が発生をいたしました。それで、

地方自治法の内容についてはちょっと失念をしているんですが、総務課のほうへ相談しま

したら、地方自治法の第１７０何条だったかに抵触するというようなお話がございました。
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それで、他の美術館での実施方法について調査をいたしました。その結果、近隣の公立の

美術館で同様な方法で販売を実施しているかということについて確認をした結果、１館を

除き、買い取って販売をするということを行っていた。それから、１館については覚え書

きを取り交わして実施した経過がある。法的な点での検証をしていないけれども、実施に

ついて問題点があることについての認識があって、追及してほしくないというような内容

の回答でございました。 

 私ども、総務課、企画財政課を含めて一旦出た結論というのは、今回、「堂本印象美術館

展」での図録等の販売については実施をしないということでの結論に至りました。しかし

ながら、私ども学芸員を含めた事務担当としましては、せっかく来ていただく市民の方に

楽しんでいただく、あるいは市民サービスの観点から、図録等の販売をぜひとも実施した

いというようなことから、では、どういう方法で可能なのかという検討をいたしました。

 美術館の業界では、常設、企画展を問わず、展覧会を実施する際に図録等を販売するの

が通例ということから、販売に当たっては、作品を借りてくる先の美術館で販売している

図録を買い取って販売する例と、それから展覧会に合わせて借りてくる作品の図録等を展

覧会を開会する側で作成をするという方法があるというようなことで確認しました。私ど

もとすると、実施をしないということではサービスをすることができないというようなこ

とから、総務課で法的な観点で相談をしたところ、今後も同様のケースが発生すると想定

されることから、顧問弁護士に堂本印象美術館で販売している図録等を預かり販売し展覧

会終了時に、販売額と売れ残った図録を返却する方法はどうかということを改めて確認い

たしました。その場合、当館で販売する手数料は無料という当初の考え方と、図録等の販

売に当たって手数料等を受け取る方法でどうかというようなことを相談したところ、無料

で販売するについては、市民に対する説明責任が果たせないのではないかというようなこ

とから、手数料を受けとる方法がよいという指導を受けました。実施に当たって販売に関

する契約をきちんと締結し、手数料の歳入と売り上げた額の相手に支払うべき図録販売額

を一旦市の会計に入れ、きちんと会計上の処理を行うようにとの指導を受けました。その

指導を受け、財政課と協議をした結果、販売した図録等の売り上げを歳入することは、歳

入項目を設けておけば、その都度、歳入するということは難しい問題ではない。ただ、歳

出枠を設けておいて、一旦納入された歳出を他の館の所有物に支払うについて、歳出予算

を計上して、そこの中で支払わなくてはならないというようなことから、それをクリアで

きるかという検討しましたところ、非常に難しい。いわゆるもともと今回については予算
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が組まれていなかったという経緯がございまして、非常に難しいというようなことから、

顧問弁護士の意見をもとに実施に向けて検討を改めてしました。その結果、平成１９年度

予算に計上されております、はけの森美術館事業に要する経費の中の消耗品費を流用いた

しまして、「堂本印象美術館展」で販売する予定の図録等を購入し、販売することが解決す

る最良の方法であるという結論に至りました。今回、流用手続きを行って「堂本印象美術

館展」で販売している図録、ポストカード６種類、ブックカバー２種類、トートバッグと

いう大きく分けて４種類の図録を購入し、現在販売をしております。 

 以上で、当初、私どもが非常に単純な方法で考えたところ、それは地方自治法に抵触す

るというようなことから、今後、実施をする同様のケースの場合、買い取ってやるという

ことが正しい道だということがわかりましたので、今後実施する場合にはその方法で行き

たいと考えております。 

 雑駁ではございますが、以上、簡単に経過等、あるいは結論等をご報告させていただき

ます。以上です。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございました。 

 今の図録等販売の実施についてに関して委員の皆様からご意見いただけますでしょうか。

【千村委員】   買い取ってというのは、あらかじめどれぐらい売れるかわからないけ

れども、ある部数を買い取るということなんですか。それとも売れたものを何冊かを買い

取った形になりますということですか。 

【事務局天野】  当初、私どもは合理的にと考えた部分が売れ残った分はお返しすると

いうことが、私どもは余計な図録を保管しなくてもいい、あるいは買い取らなくてもいい

というようなことから考えたところですが、それが地方自治法に違反するということから、

今回、今、千村委員がおっしゃった点についても、売れるか売れないかという部分の内容

がございます。それについては、今後、これについては買い取る品物というか、内容につ

いて吟味しながら検討していく必要があるかなということで、今回については、当初、か

なりの量をお預かりし、販売する予定でいたところですが、今回、当初予算に含まれてい

なくて、流用という関係もございましたので、売れるだろうという想定の上で数を大幅に

減らしたという経緯がございます。今後、実施するに当たって、そういう部分の議論を十

分していきながら、購入するもの、あるいは数量を吟味していく必要があるかなという課

題として残ってございます。以上です。 

【千村委員】   私ですと、今の年齢になりまして、図録がいっぱいたまり過ぎて大変
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だと思ったりしてちょっと控えるけど、若いときは、図録は必ず買って、その画家の作品

の説明やら、他の作品やらいろいろなことを知りたいと思って貪欲に図録を買うのが普通

だったんですが、見たものに対してもう少し知識を広げたり、興味があったりなんかする

と、図録というものの持つ意味というのはすごくあると思うんです。行かなくても、図録

だけインターネットで買うなんていうこともあるので、そこら辺、これから経験によって

どれぐらい美術館では図録が売れるのかなと。でも、また、作家によっても違うわけです

し、その辺、すごく難しいと思うんだけれど、図録の持つ意味というか、価値というか、

勉強中の人とか、そういう人にはすごく大事なことだと思うので、ぜひ狭い了見でなくや

っていただきたいと思います。 

【事務局天野】  ちょっとよろしいですか。ちょっと私が説明を漏らしていますけれど

も、今、千村委員からお話がございまして、当初、販売をしないという結論の中で、通信

販売、いわゆる電話、あるいはインターネット等で堂本印象美術館のミュージアムに送れ

ば買えるという案内をしようかということも実は考えました。 

 ところが、実際、市民サービスの観点からすると、来館される方というのは絵を見て、

その場の雰囲気を楽しみ、また販売している図録等を購入して、また後で余韻に浸ってい

ただくというようなことがあるということから、通信販売というのは果たしていかがなも

のかという議論もいたしまして、今回、量的には少ないですけれども、購入して販売をし

ているという経過がございますので、今回、こういう経験をいたしましたので、今後、も

っといい方法があるのであれば、効率のいい方法等を考えながら検討していく必要がある

かなと思いますけれども、現時点では、これが最良の方法というようなところで、購入す

る品物、あるいは数量等については今後、実施するに当たって詳細に議論して、検討して

やっていく必要があるかなということはちょっと感じているところでございます。以上で

す。 

【千村委員】   よく美術館に行きますと、前にやった展覧会の図録なんかが残ってい

るのがずらっと並んで販売されていて、今見たのでなくても、前にさかのぼってそれを買

ったりするということもすごくあるので、ある冊数購入して、それを全部さばけなくても、

そういう展示をして、改めて欲しい方に売るという方法も可能だと思うので、そんなこと

も。ただ、展示する場所とかがいろいろ必要になると思います。 

【事務局天野】  今お話しの点につきましても、今回終わったから、堂本印象の図録を

販売しないということではなくて、ご存じのように、当館の受付の場所は狭いという部分
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がございますけれども、現実に昨年実施した「Art－Full１」の図録とか、回顧展の図録等

も展示をしながら販売している経緯もございますので、今後、引き続きすべて完売するま

でご案内をしていきたいと考えております。以上です。 

【鉄矢委員長】  ほかにご質問は。なければ、公開シンポジウムのことについて報告を

お願いいたします。 

【奥友学芸員】  私のほうから説明をさせていただきます。公開シンポジウムというこ

とで、「堂本印象美術館展」関連イベントとして、今年度、１１月１１日、日曜日の午後よ

り、こちらに、今、会場になっております前原暫定集会施設の隣にあります市民会館にて、

シンポジウム「小さな美術館からの声」ということで、個人美術館や作家の名前を冠した

小型の美術館のこれからの活動形態について考えるという、少し規模が小さいんですけれ

どもシンポジウムを行いました。 

 来館者数は６０名程度で、会場内はほぼ席が埋まるような状態で、かなりよい状態にな

ったと思います。 

 シンポジウムにパネリストとして参加した方々は、まず、こちらのはけの森美術館の代

表として薩摩学芸顧問、コーディネーターとして東京学芸大学の鈴木廣之先生をお招きし、

あと、個人美術館ということで都内の数館から学芸員をお招きし、合計５名によってパネ

ル発表とディスカッションを行いました。 

 こちらの公開シンポジウムは美術館の主催というわけではなかったのですが、美術館と

東京学芸大学の学生有志によって企画されたイベントでした。以上です。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございます。今の報告について、ご質問等ありましたら。 

【千村委員】   結構企画して実施するまでの日にちはなかったですよね。 

【奥友学芸員】  はい。 

【千村委員】   私なんかは行きたいなと思っても、もうスケジュール表が埋まってし

まって、そうでなければ一番に行きたいと思ったんですが、こういうのはいつ決まったの

かなみたいな感じで、出席できなかったんですけれども、結構前から予定してあればよか

ったなと思いました。急に持ち上がって、急に実施みたいな印象があったので。 

【奥友学芸員】  チラシを出したのが展覧会の始まる１か月前です。９月半ばごろには

一応、こういうのがありますよということだけは広報されていまして、９月、市内に大き

く、こういうのがありますという広報ができなかったところはあります。 

【鉄矢委員長】  委員長ですけど、質問します。今回、このチラシはどの辺で入手でき
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たんですか。 

【奥友学芸員】  そのチラシは、近隣美術館ですとか、市内の図書館や公共施設、公民

館ですとか、そういったところには、できてすぐ配りました。 

【鉄矢委員長】  多分、今、千村委員からのお話はいいヒントだと思うんです。これが

あって、これを配って、ここにインフォメーションがというんだけれども、気がつかない

というところを、だけど、企画する側としては、もう少し固まらないと、これと同じイン

フォメーションをもう１回出してもどうしようもない。最後まで、いい企画にしたいから

苦労なさっていると思うんです。このところの折り合いをどうやってつけるのかなという

ところがもしかしたら、運営協議会の運営委員としてのご意見を皆さんがもしお持ちだっ

たら、こんなことも可能性があるんじゃないのかな。例えば千村委員があるよと聞いたの

はどちらで聞いたんですか。 

【千村委員】   もうほとんど間際に。 

【鉄矢委員長】  いや。間際になったら聞いたというのは、何のインフォメーションで

それを得たのか。どういうメディアから、そのもの入手したのかお教え下さい。 

【千村委員】   市報かな。市報に載りましたね。市報で初めてでした。結構市民は、

市報というのがほとんど９８％の情報源になるようなところがあると思います。 

【小柳委員】   ポスターの関係なんですけれども、ポスターは武蔵小金井駅と東小金

井駅に貼らせていただきました。それと、ＣｏＣｏバスの中にもポスターを掲示してあり

まして、あと、ホームページ上に載せてございます。そういったところです。 

【鉄矢委員長】  ポスターの表面にもシンポジウムが載っていますか。 

【奥友学芸員】  表面にはないです。チラシの裏側だけですが。 

【鉄矢委員長】  チラシの裏側だけですね。 

【奥友学芸員】  はい。 

【鉄矢委員長】  「堂本印象美術館展」をやるよといった市報には、シンポジウムは一

緒に載っていないですね。 

【奥友学芸員】  それにはなかったです。 

【事務局天野】  ちょっとよろしいですか。市報の掲載については、同じ内容を出せな

いというのがありまして、これは今後、どういうふうにやっていくかという検討をする必

要があるかと思うんですけれども、紙面の都合上、同じものを何回も出せないという点が

ございます。一般的にイベントの直近の発行日に出しているという例が多いです。今回に
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ついても、１１月１１日に開催したんですけれども、１日号に掲載しました。 

【鉄矢委員長】  千村委員もよくお分かりだと思いますが発信側からすると、あまり前

に出すと忘れちゃうだろうなと思って、そこに載せるタイミングがすごく難しいだろうな

と思います。 

【千村委員】   そうですね。 

【鉄矢委員長】  今、お聞きになったように、多分、展覧会をやるよというのにシンポ

ジウムも入れてしまうと、２度目のシンポジウムやるよと入れることができないという難

しさなんでしょうね。 

【千村委員】   市報で発信していろいろイベントを行ってみて思うんだけれど、市報

に載せた日と、それから数日、わーっと申し込みがあるんですよ。今、私、先生はご存じ

だけれども、夢プランで招き猫大会というのをやるんですけれども、１００枚ポスターを

張ってあるけど、申し込みは１人だけなんです。それが市報に載ると、載ったときから、

もう市報がまかれたちょっと事前に、１日号であっても今月、まかれれば、まかれたとこ

ろでもう申し込みがあるので、すごく市報のインパクトというか、だから、イベントをや

る日にちと市報が出る日にちの微妙な間、間隔みたいなものもすごくあって大変なんです

けれども、市報というのが重要と思います。一般の人たちはインターネットとかもしなか

ったり。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございます。 

 私の意見ですが、携帯メールなどに美術館の新しい情報がすっと入るように、省力化し

ながらも、的確なサービスができるといいなと思うんです。市の施設だからと市報に載る。

でも情報に埋もれて見えなくなってしまうところが問題なのではないのでしょうか。 

美術館というものを市民は市の情報と一緒だとあまり思っていないと思うんです。美術

館を運営なさっている方々は、ほんとうに一緒だと思っていらっしゃるかもしれませんが、

市民の方々の観点に立つと、美術館というのは美術館としての情報発信が欲しいんだと思

います。それがチラシというものだったり新しいツールだったりする。これが多分今後の

課題になってきたり、皆さんで色々工夫し続けるところなのでしょう。 

 ほかに質問がなければ、次の「Art－Full２展」についてに移ってよろしいでしょうか。 

 では、「Art－Full２展」、お願いします。 

【横田学芸員】  ご説明をさせていただきます。「Art－Full２展」に関しましては、昨

年度の「Art－Full１展」に当たります「アート湧く はけの森」というものを開催いたし
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ました。これは子供たちのワークショップと、その後、子供たちのワークショップでの作

品を作家が再構成するような形での展覧会、そして、現代美術作家の展覧会というつなが

りで開催をさせていただきました。それに関しての子供たちが、小学校からの鑑賞教育も

あったという形式でございまして、今年度の「Art－Full２展」もその流れを引く形ではご

ざいますが、ちょっと形態がまた変わっております。 

 今回は、昨年度もやっていただいたんですけれども、柴田俊雄さんという方と多田正美

さんという方で、お二人とも写真を中心とした映像の方です。これらの写真作品が会場を

埋め尽くしまして、その展覧会を子供たちが鑑賞教育で訪れますけれども、その後に、ち

ょうど会期中になりますけれども、子供のワークショップが入ります。 

 それで会期が１月１２日～３月１２日となっておりまして、ワークショップが入ってく

るのが３月１日、そして、３月１２日の会期が終わった後、１日置いてから、３月１４日

～３月１６日、今度はワークショップで作成した子供たちの作品を今までの展覧会の会場

の中に散りばめていくという形で展覧会を再度、「Art－Full２展＋子供たち展」という形

で開催することになっております。 

 現在、作家さんのほうでも作品を作成中で、写真の展示数としましては大型の横４メー

トルぐらいの作品を含めて大小含めて大体四十数点の展覧会になるかと思います。 

 今現在のところはこういった状況になっております。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございました。お二人の作家のそれぞれが１人ずつ展覧会

をなさるということですか。 

【横田学芸員】  いえ。２人のコラボレーション的な感じです。 

 あと、先ほど申し上げるのを忘れましたけれども、今現在、前原小学校のほうで鑑賞教

育が既に、この期に来たいという要望がございまして、この後、ほかの小学校にも、それ

を使って鑑賞教育をされるところがあるかどうかという確認を今後していく段階でござい

ます。以上です。 

【千村委員】   何年生が対象ですか。 

【横田学芸員】  今回も小学校４年生を対象にしております。ちょうど昨年、４年生を

対象にして、非常に子供たちの反応もおもしろかったですし、あと、そこに付き添ってく

ださったお母様方からも非常におもしろいご意見をいただきまして、ちょうど子供が自分

の自我を目覚めさせるときのタイミングとしておもしろかったということもありまして、

今年度も小学校４年生を対象にさせていただきたいと思います。ただ、見に来ていただく
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のは別に、普通に見に来ていただく分には何年生も何も関係ないので、あとは個人的に説

明等が必要であると思われる方は事前にこちらのほうに言っていただければ解説等をさせ

ていただきたいと思っております。 

【鉄矢委員長】  私たちも、これは３月１日のワークショップとは別の日に行われる鑑

賞教室？ 

【横田学芸員】  いいえ。３月１日のワークショップは、市報等でこれから公募をかけ

る小学校４年生です。 

【鉄矢委員長】  小学校４年生で、前原小の鑑賞教育は。 

【横田学芸員】  鑑賞教育は小学校４年生全員がやってくる。 

【鉄矢委員長】  それは、日程はもう決まっていらっしゃる。 

【横田学芸員】  日程は１月２９日になっております。 

【鉄矢委員長】  質問は、この日はこういう鑑賞をやっているよというのは、お客さん

に、多分あの美術館は静かに見に来ようという意図を持って来る方が多そうだと思うんで

す。そのときに、４０人も、何十人も子供がうじゃっといるような状況になっていいのか、

それとも事前に、この日はこういうことをやっているから覚悟して来てくださいねとか、

そういうのは小さくどこかで告示できるのか。どういうふうにお考えでしょうか。 

【横田学芸員】  そこのところはまだどういうふうに解釈をしていけばいいのか、ちょ

っと考えている最中ですけれども、例えば子供たちが鑑賞し、それについて意見を述べ合

っているところを見ていただくというのも、これからの美術館にとっては必要なのではな

いかと思います。美術館は閉ざされている場所ではなくて、子供たちにも開かれていて、

その中でただ、わあわあ叫んでいるわけではなく、最初に鑑賞教育に来たときに必ず、子

供たちには大きな声で叫んだり、人の迷惑になるような大声を出さないということがまず

前提と言っておりますし、館内で走らない、作品に触らないという原則は最初に徹底させ

ておりますので、今までのケースから行きましても、ほかのお客様がおいでになられたと

きに、ご苦情が出たことはございませんでした。 

【鉄矢委員長】  わかりました。まずは、今の横田学芸員のお考えはとても僕も尊重し

ます。そういう考えのもとである美術館であるというのをどこでうまく伝えるか。何も伝

えないで、それをやっているんじゃなくて、どこかで、最初の理念にもあったと思うんで

す。小金井市のこの美術館というのは子供の教育に対して熱心であると。でも、その理念

の書面でしかないですから、この美術館に入ったときに、もしかしたら、そういうものも
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わかるものがあると、伝えられるものがあるともう少し安心するかなと思いました。 

【横田学芸員】  ありがとうございます。 

【鉄矢委員長】  ほかに何か。いかがでしょうか。 

【千村委員】   子供たちはリラックスして見たいという気持ちがすごくあると思うん

です。そこら辺の願いが抑えるんじゃなく、ある美術館にある保育園の子供たちが行った

ら、３メートルのところに柵をつくって見るように言われたというので、もう行かないと

そこの幼稚園の先生は言っていたんです。だから、ちゃんと注意して。 

【鉄矢委員長】  こちらの美術館ですか。 

【千村委員】   いいえ。この近隣の美術館なんですが、だから、もう子供たちは行か

ない、あそこは３メートルの柵の遠くからよく見えなかったなんて言っているのを聞いた

ので、幾ら保育園でも、幼稚園でも、最初、注意をすればちゃんと見れると思うんですけ

れども、だから、子供たちが来たときはちゃんとした説明をして、割とリラックスして見

てもらうということがすごく大事だと思うんだけれども、しつけが行き届いていない子供

たちだったら大変だと思います。 

【横田学芸員】  その場合には、でも、小さなお子様がいらっしゃった場合には注意し

ておりますし、あと、走り回っていらっしゃるような方がおいでのときには、出ていきま

して一緒に手をつないで見るとか、あと、ほかのお客様がいらっしゃるから、走るのは危

ないし、いけないことですよとちゃんと説明をすればわかってくれますので、そういった

ところで、小さなお子様がいらっしゃる、だから、来れないとか、そういったことは決し

てしたくはないんです。 

 また、保育園の方でも、ご希望があれば、こちらのほうの体制を整えた形でお受け入れ

をすることは可能だと私は思っています。現に小学校２年生の団体の方がおいでになった

ことがありましたけれども、小学校２年生というとまだまだ子供なんですけれども、きち

んと説明をすれば、ほんとうに作画紙の間際のところまで行きましても決して触れること

なく、ちゃんと見て、鑑賞をしながら帰っていってくれましたので、可能だとは思います。 

【鉄矢委員長】  私から、もう一つ質問なんですけれども、図工の先生の中には鑑賞教

育に対して不安を持っている、自信がなくて、不安を持っていて、こういうことで申し込

みませんかと言っても手を挙げられない方は多いと思うんです。 

 鑑賞教育は、自分がある程度自信があると、美術館でやりませんかというと、前に出て

くる。でも、私の知る限り、図工の先生方は、つくるのは好きだけれども、鑑賞教育でふ
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だんの子供を引き出すことが苦手な方も多いし、特にもう後期年度計画はできているはず

なので、なかなか入りにくいんです。その中で、もし可能であったら、図工の先生たちの

事前の鑑賞教育って何だろうみたいなことも欲張ったらできた、できない。今回じゃなく

て、「Art－Full３展」なのかもしれないですけれども、今回、こういうふうに少しの学校

でできて、次回のまたアートのときに、今度はこの時期には鑑賞ができるんだというのを

年度計画を立てるころに入れると学校教育が入りやすくなると思います。 

【横田学芸員】  はい。貴重なご意見をありがとうございます。これはまた、ご意見を

そのまま残して、次につなげるというようなことができればいいなと思っております。 

【鉄矢委員長】  「Art－Full２展」はよろしいですか。では、協議事項（２）その他、

お手元にある資料も含めて事務局から。 

【事務局天野】  まず、お配りしている資料についてでございます。ちょっとミスプリ

がございまして、ご訂正をお願いします。表の一番上、１９年度の下のところに、有料の

欄で２００円と１００円と書いてございます。実は現在行っている「堂本印象美術館展」

は大人が５００円、小・中学生が２００円ということで徴収をしております。 

 ９月まで所蔵作品展Ⅱまででやっていた部分が通常の２００円と１００円ということで

したので、その部分の２００円と１００円ということが残ってしまっております。考え方

としましては、４月から９月までが大人２００円、子供１００円。それから、１０月、１

１月の現在やっている「堂本印象美術館展」が５００円の、子供が２００円ということで

ご理解いただいて、この数字的なものは、それぞれ２００円、子供が１００円、それから

大人の５００円と子供の２００円というのは計算上きちんと入っておりますので、標題部

分の２００円と１００円がちょっと余計な数字だったということでご理解いただきたいと

思います。 

 この表の見方でございますけれども、４月から１１月まで、これは実はきのうの時点で

の数字でございます。それぞれ４月の数字、あるいは５月の数字ということで、入館者数、

有料で、いわゆる入館料を払って入館していただいた数字と、それから、無料という部分

が幼児、招待者、紹介者、団体ということで、それぞれその日その日の数字を集計したも

のがこの形として挙がってございます。 

 あと、その下の部分ですね。はけの森美術館の販売物ということで、図録等を販売して

いる内容のそれぞれの数字でございます。 

 それから、先ほど図録等の販売についてということでご報告を申し上げましたけれども、
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「堂本印象美術館展」における販売物が１０月、１１月、それから１２月９日に開催して

ございますので、その部分の数字ということで、現在、進んでおります１０月、１１月分

の売り上げた数量と額が計上されているところでございます。これを見ていただければ、

４月１日から昨日までの時点で有料の入館者が４,６４８名あったということでございま

す。無料で入館された方が５７２名、入館者の合計がきのう現在で５,２２０名ということ

でございます。 

 入館者の有料の数がきのう現在で１２０万２,２００円、歳入があったということでござ

います。図録等の関係につきましては、はけの森美術館の販売物が２２万９,２００円、そ

れから「堂本印象美術館展」における販売物が７万８,５８０円ということで、総合計しま

して１５１万１８０円が昨日現在での歳入でございます。 

 きょう、資料としてはお示しをしていないのでございますけれども、３月２０日～６月

１０日まで所蔵作品展Ⅰの入館者というのが１,８５６名で、無料の方を入れると２,０９

７名ございました。所蔵作品Ⅱというのが６月２６日～９月３０日まで、この間で有料で

入られた方が１,８２１名、無料の方が１８２名、合計２,００３名という数字でございま

す。 

 それから、１０月２３日から行っている「堂本印象美術館展」は昨日までの時点で、有

料で入館された方が９７１名、無料で入られた方が１４９名、合計で１,１２０名というこ

とで、「堂本印象美術館展」において有料で入られた方が昨日現在まで１日平均３０.３名

ございました。有料、無料を合計をして１日平均３５名の入館者があったということでご

ざいます。 

 以上、雑駁ではございますが、入館者数の推移等については以上でございます。 

 続いて平成２０年度の予算編成について、一応１０月２６日に財政当局のほうに要求を

しました。予算編成に当たりまして、考え方をご報告申し上げますと、昨年の４月に当美

術館が開館しまして、平成１８年度、それから１９年度の予算については、いわゆる財政

当局、あるいは企画当局が美術館運営に関する基本的な考え方というか、そういうものが

わからない状況、いわゆる小金井市が美術館運営を始めて右も左もわからない状況でこれ

まで参ったと私は理解しております。昨年、あるいは今年の予算編成上の問題点とか、あ

るいは美術館における常識というんでしょうか、通常の業務というものを行政内部でまだ

理解できない部分が多々あろうかと思います。そういうものを私は４月から美術館で働い

てみまして、行政サイドにおける常識と、それから美術館運営における常識というものの
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ギャップが非常に大きいなと感じまして、今回、美術館運営における必要な部分において

予算編成上、すべて含んだというようなことで一応考え方を、今後どういうふうになるか

わかりませんけれども、予算編成において要求をさせていただきました。 

 ヒアリング等についても、私のほうで説明をして、来年の１月２０日前後ぐらいに内示

がされるかなと。その内示を小金井市の当局の考え方がそこで示されるなというところで、

不安でもあり、また期待を持って予算編成をさせていただいたところでございます。以上

です。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございます。２０年度の予算編成についての軸となる考え

方ということです。 

 ほかに。まず、質問ございましたら。 

 では、私のほうから。去年、今年とやって、今年で一応企画展が２本、それから所蔵作

品展がⅠとⅡとやったのを来年も同様な回数を考えていると。 

【小柳委員】   基本的には、今回、１９年度と、２０年度は内容が少し変わります。

といいますのは、常設展をやりまして、あと企画展１展ということでとらせていただきま

す。 

【鉄矢委員長】  これは、スタートからこれをやってみようということでやっていって、

今のままでも結構人的には厳しいところがあって、もう少し分をわきまえた形でというよ

うな意思でやるという考えでよろしいか。 

【小柳委員】   体制的には、美術館自体の体系は、学芸員、今回は特別で、助成金等

もありまして、３名という形をとっているわけなんですけれども、そこが来年、また２名

の学芸員体制になりますので、そこら辺を含めた、また美術館の中村研一美術館としての

本来の作品の整理もまだ至っていない状況でございますので、そこら辺も含めて、ちょっ

と企画にも、なかなかそれをしますと本来の中村先生の整理の部分という状況もございま

して、実は内容については、企画展を１展にしています。 

【鉄矢委員長】  ２名になるか、２名の要求をする。３名の要求はしないで、２名の要

求をするということなんですか。 

【小柳委員】   ですから、本来ですと２名体制で扱っていけるというのが基本になっ

てございまして、今年度については特別に３名体制でということになってございますもの

ですから、今年度については３名体制で、それで、また２名体制に戻るという。 

【鉄矢委員長】  多分、小柳委員もこの運営委員会に出ていらっしゃったので、昨年度
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の委員会の終わりの段階で、３名体制を要求しようという形で話は進んでいたんだけれど

も、特別でもいいから、３名だから、少し暫く様子見をしましょうということだったと私

は記憶しています。 

 今回、また予算要求の段階で、最初から２名であるようですが。最初は２名でも、そう

いう要求だけは３名ということはあり得るんですか。 

【小柳委員】   要求はですね、今回は市の考え、方針としましては、２名体制という

形になっておりますので、それは一般質問でも、総務委員会ですか、その中でもその件が

出まして、基本は、来年度は２名体制で対応するというのが副市長の答弁でございまして、

その要求でお出ししました。 

【宮村委員】   調査研究費というのがあると思ったんですけど、こちらのほうは。 

【小柳委員】   調査研究費につきましては２０年度の予算で調査研究ができるよう予

算の要求を出しております。今、要求の段階ですが、各課からの予算要求額と歳入額の乖

離が２５億円ぐらいあります。 

【鉄矢委員長】  問題じゃないかとは思うんですけれども、要求自体はともかく、広報

に関する費用が少ないということなんです。 

【小柳委員】  それは先ほど天野が説明申し上げたように一応美術館側としては考えら

れる要求をしたということです。 

【鉄矢委員長】 はけの森美術館の運営協議会として学芸員の３名体制がいいのだろうか。

２名でも常勤にしないと学芸員はうまくないであろうと思うのですが、また、今回もどこ

かで要求しなきゃいけないかなと不安になってくるんです。美術館館長としてはこの点に

ついてどういうふうに、この運営委員会から発信すべきだと思いますか。 

【小柳委員】  私としては、美術館はご承知のように、まだ開館して間もないところで、

基盤づくりが必要ではないかということを頭に置いています。最初、出だしが学芸員さん

には大変きついお仕事をしていただいたというのが現実にあるものですから、１点目は、

まず基本理念が根本にあると改めて認識してしないといけないのかなと思います。 

【鉄矢委員長】 その理念に基づくスタート時点のものが基本ということですね。 

【小柳委員】  はい。そのような考え方でございます。 

【千村委員】  去年、今年度の中ごろだったか、子供たち、市民、市内の子供たちに親

しんでもらえる美術館になることによって、更に親しみを持ってもらえると思うので、こ

の間、市民と子供たちで中村研一さんの壺とか、お花の同じセッティングをして、ワーク
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ショップみたいなのをしたとき、とてもたくさんの人が来て、興味を持って絵をかいたり

したんですが、そんなようなことが小学校の図工の先生なんかを講師みたいにして、何回

も持たれると、来れる機会を持てるし、当美術館を使ってみて、身近に美術館に親しみと

いうか、気楽に来れる体制もできるので、市内の図工の先生なんかがリードしてやれるよ

うなシステムはできませんかと、学生に私たちはお話ししたことがあったんです。そのと

きに、決められた日にいらっしゃって、そのときはいつも仕事があって、それ以外のとき

に、市内のその先生たちを訪問し、そういう企画を掘り起こすということは目一杯で、で

も、今のカリキュラムということがあって、そういうことを調整するということは大変難

しいかなと。できればそういったことをほんとうに市内の施設を利用し展開しながら、美

術館と子供がコラボレーションとするのが日常的な感じでそういう子供たちの芸術に関す

る意識が向上していくのではないかと思います。 

【鉄矢委員長】 この２年間で、大切な当館の作品を借りるときに、常勤がいない、学芸

員がいないということが非常に大きな課題だったというのは、前々から引き続き我々の中

に問題になっているんです。ここのところが基本に戻ってというところで、立ち戻るのは

いいんですけども、今までやってきた議論とか問題点が積み残されているということをよ

く館長ですからご理解なさっていると思っています。そこのところを何とかプラスのほう

に、もちろん市のすべての財政の中でのバランスというものはありますけれども、ここに

来て来館者の方々笑顔を見て、この美術館に来てよかったという印象はものすごくあった

んだというものをもっと広げることによって、小さいながらもいい運営ができていけばい

いんだけれども、ある程度の積み残しがあるという認識で、また機会があったら、我々の

中でも多分協力して、この中でディスカッションしたものを議事録としてでも上げるとい

うことができると思います。 

【小柳委員】  私どものほうも、今、市の職員に美術館の体制ほか、どういう連動があ

るか、ご理解いただいていないことがあると思いますので、その辺については、私のでき

る範囲で伝えていきたいと思うんです。その辺についてはそういう認識でいます。 

【鉄矢委員長】 学芸顧問、何かご意見はありますか。 

【薩摩学芸顧問】そうですね。私の立場は事務局なのかどうか微妙で非常に発言しにくい

んですけれども、幾つかの委員会に出て、この美術館を立ち上げてきた段階で、まだ、こ

ういう言い方をしてしまうとちょっと失礼かもしれませんけれども、委員会の段階でもう

少し美術館のことを知っている方が委員にたくさんいてくださると、もうちょっと最初の
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スタートが違っていたと思うのです。まだまだ規則的な面の不備その他が非常にあったり

しますので、といって、これはわからない人にはなかなか理解されないので、時間をかけ

るしかないなということなんですけれども、最大の課題は常勤の学芸員だと思います。こ

の程度の規模の美術館ですから、しっかりした常勤の学芸員が１名いれば、あとは、例え

ば私ども顧問が、あるいはしっかりした事務がいれば、うまく回っていきます。これがこ

れからの最大の課題だろうと私は思っています。ただ、そこへ持っていくまでにはいろい

ろとまず理解を得なければならないなということです。 

また、こういう場で聞いていいのかわかりませんけれども、「日曜美術館」の話はどうい

う形できて、どういう取材があって、どういう内容であるかわかりますか。 

【松山学芸員】 それは、通常の広報の一環で出してある、それは多分チラシだと思うん

です。そういったものの範囲で、番組自体は「アートシーン」の最後に展覧会紹介があり

ますが、そこに載ることになります。 

【薩摩学芸顧問】 もう少し具体的に。誰からどういう話がどうあって、どう進めました

か。 

【松山学芸員】  それは……。 

【薩摩学芸顧問】 この質問は、今後のこともあり明らかにしておいたほうがいいかなと

思って。 

【松山学芸員】  ＮＨＫエデュケーショナルの……。 

【薩摩学芸顧問】 確か上原さんでしたね。 

【松山学芸員】  その方から、向こうからご連絡があって、出させてくださいと……。 

【薩摩学芸顧問】 それで、取材はカメラが入った？そうではなくて。 

【松山学芸員】  いえいえ。こちらの画像のみ。 

【薩摩学芸顧問】 画像のみね。 

【松山学芸員】  展覧会に出している作品の画像を、実はこちらがもうポジを既に返却

していて、公開画像ではあったんですけれども、データでしか持っていなかったので、そ

れは直接、「日曜美術館」のほうに連絡を入れていただいて、そこからＮＨＫさんにポジを

貸していただいて、それで既に著作権処理されている３点の作品を並べて、何秒かだと思

うんですけど。 

【薩摩学芸顧問】 「アートシーン」の一番最初のところでは、カメラが入った内容を紹

介して、それから後はカメラを入れないで画像だけでやるものです。知っていていただき
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たいので申しますけれども、「日曜美術館」という番組は、ＮＨＫの教育テレビの中で実は

３０年続いている大変な番組です。全国放送されますので、まともに考えれば、このくら

いの美術館のこの程度の展覧会は取り上げてくれません。私のルートを使いました。市の

理解は、立ち上がるこの時期をねらってやってくれと、期日まで実は私のほうで指定して

やったものです。ですから、これはかなりのことですので、これは市の職員の方は知って

いただきたい、できればなるべく見ていただきたいと思います。 

 つまり、東京の人以上に地方の方で美術の好きな方というのは「日曜美術館」の番組を

よく見ているんです。だから、多分これで初めてはけの森美術館という美術館がこの世に

あるということを知る方が地方に出てきたということだと思いますので、これはそれなり

のことだと思います。「日曜美術館」に取り上げられるということはそういうことですので、

私もこういう機会を作っていくべきと思っていますけれども、なるべく見て、とにかく知

られて、みんなも手を打っていく、その努力はしていかなければならないと思いますので、

実はＮＨＫのほうから、その後、連絡がなかったので、これは没にされたかなと思ったん

ですけれども、多分、堀内さんが動いてくれたんだと思うんですが、私としても非常にう

れしい気持ちです。これはなかなか芸大とかルートで頼んでも、そう簡単には載せてくれ

ないものですけれども、これだけの数の展覧会が全国でありますが、その中から「アート

シーン」はせいぜい５つとか、そんなものですから、こういう状況を理解していただくと

いうことかなというようなことで報告です。 

【鉄矢委員長】  ありがとうございました。ほかに、その他ございますか。 

【千村委員】   今のに関連して、「日曜美術館」に放映されると途端にものすごい人数

の人が見に、メーンの放送ですけれども、「アートシーン」のほうはどれぐらい関係あるの

かわかりませんけど、「日曜美術館」に取り上げるともうものすごく、入場できないぐらい

になるので、あれに出てしまうともう見に行かないほうがいいというぐらい大変なものだ

と思うんですが、「アートシーン」だと結構、見に来る人がたくさんいるかもしれない。 

【薩摩学芸顧問】 ですから、ちょっとここの数字、ここの人員が、１週間の数字がちょ

っと興味深いですね。どのくらい、どんな効果になるのか。 

【千村委員】   私の兄弟は地方にいるんですけれども、「日曜美術館」を見て上京して

くるんです。上野とかに。それで、３時間、４時間待って見て帰るので、そんなのだった

ら来なくて、そんなもったいない、時間の無駄だと言うと、その３時間、４時間並んだこ

とが帰ってからの自慢話になると聞いて、何と、まあということだろうかと思ったんです
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けれども、それぐらいインパクトというのをすごく今感じています。 

【薩摩学芸顧問】 番組のメイン部分に出たらもう大変です。「アートシーン」の一番最初

の映像のあれに出ても大変で。ですから、我々は、ここのあれはそんな心配はないと思い

ますけれども、「日曜美術館」で放映されるとわかっているときは初めから監視員を増やし

たりと対応をとっています。 

【鉄矢委員長】  その他ご意見は。あまり頻度が高い会議ではないので。委員じゃない

方の意見も、学芸員の方で、もしこういうことという発言なども聞きたいと思うんですけ

れども、それとも、１回閉めてからのほうがよろしいですか。そのほうが発言しやすけれ

ば、運営協議会は１回閉めたいと思います。閉めたほうがよろしいですか。 

 では、一度、閉めさせていただきます。 

 これで平成１９年度第２回小金井市はけの森美術館運営協議会を閉めさせていただきま

す。 

―― 了 ―― 


